
●講義の概要
　（1）交通・運輸の基本的性質とその把握、（2）交通・運輸サー
ビスにおける需要・供給の把握と分析、（3）交通・運輸産業（事
業者）の分析、（4）交通・運輸政策の分析　の 4 テーマにつ
いてケーススタディを中心に理論的側面を織り交ぜながら講
義を進める。

●講義の到達目標
　交通・運輸の基本的な性質を把握し、その性質ゆえに生ず
る交通市場におけるさまざまな問題について考察を行う。そ
の中で、市場構造や政策に関する分析手法を修得することを
到達目標とする。

●講義計画
第 1 回　交通の基本的性質：交通サービスの性質と交通問題
第 2 回　交通の基本的性質：交通サービスの量的把握と交通

統計
第 3 回　交通の需要・供給：都市交通の需要構造
第 4 回　交通の需要・供給：都市交通の供給構造
第 5 回　交通の需要・供給：都市間交通の需要構造
第 6 回　交通の需要・供給：都市間交通の供給構造
第 7 回　交通産業分析：鉄道⑴　都市鉄道
第 8 回　交通産業分析：鉄道⑵　地方鉄道
第 9 回　交通産業分析：道路貨物輸送⑴　宅配便
第10回　交通産業分析：道路貨物輸送⑵　モーダルシフト
第11回　交通産業分析：航空⑴　航空と高速鉄道
第12回　交通産業分析：航空⑵　LCC
第13回　交通政策：交通産業の規制　運賃規制
第14回　交通政策：交通産業の規制　参入規制
第15回　交通政策：交通産業の規制　環境・安全規制

●成績評価基準と方法
　授業への参加度（60％）　受講生の講義への取り組み態度（講
義内容の予習・講義中のディスカッションへの参加など）に
ついて評価する。
　レポート（20％）受講生が提出したレポートについて評価
する。
　授業内の発表（20％）受講生が講義中に行った発表につい
て評価する。

●テキスト又は参考文献
　受講生と相談の上、講義中に適宜指示をする。

●受講上の留意点
　講義ならびに受講生による報告、ディスカッションを交え
て進める。
　日頃から新聞やニュース等で交通・運輸に関する報道を
チェックしておくこと。
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●講義の概要
　まず、多角的な世界自由貿易体制を目指すGATT・WTO体
制と 2 国間での自由貿易協定（FTA）や経済連携協定（EPA）
とが両立するのか。また、ＥＵ統合の経験がアジア共同体の
建設にどのような意味を有するのかも検討する。さらに、ア
ジア市場における中小企業の地域間分業構造生産体制を説明
する。なお、具体的には、履修者と相談のうえ講義を進めて
いきたい。

●講義の到達目標
　今日のグローバル経済の下における中小企業の役割につい
ての基礎的な知識を習得できるようにする。履修者の関心に
基づいて、現代のグローバルな貿易・投資行動が各国の経済
発展とどのような関係を有するのかを分析できるようにする。

●講義計画
第 1 回：問題意識
第 2 回：GATTとWTO（1）　GATTの発足、ケネディ・ラウ

ンド、東京ラウンド
第 3 回：GATTとWTO（2）　WTOの誕生、ドーハラウンド
第 4 回：世界の地域経済統合と無差別原則
第 5 回：EUの発展（1）　ローマ条約、関税同盟、共通農業政策
第 6 回：EUの発展（2）　経済通貨同盟、ユーロの誕生、リスボ

ン条約
第 7 回：EUと世界自由貿易体制との矛盾
第 8 回：自由貿易協定（FTA，EPA）の盛行下での中小企業
第 9 回：発展途上諸国と自由貿易協定
第10回：アメリカの自由貿易協定
第11回：貿易・投資の自由化と経済発展（1）　タイと中小企業
第12回：貿易・投資の自由化と経済発展（2）　中国と中小企業
第13回：貿易・投資の自由化と経済発展（3）　ベトナムと中小

企業
第14回：「東アジア化」と日系中小企業
第15回：アジアの貿易自由化と経済発展
　　　　－日系中小企業にとっての意味－

●成績評価基準と方法
　学生が世界経済のグローバル化進展についての理解を踏ま
えたうえで、各国中小企業での対応方向を検討できるように
する。
　授業での報告と討議への参加、そして毎回求める小レポー
トの提出（50％）、学年末でのレポート（50％）による総合的
な評価とする。

●テキスト又は参考文献
　各回のテーマに応じて指示、配布する。

●受講上の留意点
　授業中での討議に積極的に参加すること。
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